
JP 6335465 B2 2018.5.30

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電力で駆動される複数のデバイスを有し、画像形成を直ちに実行可能なように画像形成
の開始を待機するスタンバイモードと、前記複数のデバイスのうち一部への電力供給が停
止され、前記スタンバイモードよりも消費電力を抑えた省電力モードとに移行可能な画像
形成装置であって、
　消耗品が交換されるときに開かれるドアと、
　前記消耗品の交換が必要か否かを検知する交換検知手段と、
　前記スタンバイモード及び前記省電力モードの何れでも前記ドアの開放又は閉鎖を検知
するドア開閉検知手段と、
　前記画像形成装置が前記省電力モードと前記スタンバイモードの何れであるときも前記
ドア開閉検知手段に電力を供給する第一電源と、
　情報を報知する報知手段と、
　前記画像形成装置が前記省電力モードであるとき前記ドア開閉検知手段により前記ドア
が開かれたことを検知され、前記交換検知手段により前記消耗品の交換が必要と検知され
た場合、前記消耗品を交換するための手順を前記報知手段に報知させる制御手段と、
　前記制御手段へ電力を供給する第二電源と、
　前記画像形成装置が前記省電力モードであるときに、前記ドア開閉検知手段により前記
ドアが開かれたことが検知されない場合、前記第二電源から前記制御手段への電力供給を
停止し、前記ドアが開かれたことが検知された場合、前記第二電源から前記制御手段への
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電力供給を行う電力制御手段と、を備えることを特徴とする、
　画像形成装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記画像形成装置が前記省電力モードであるとき前記ドア開閉検知手
段によりドアが開かれたことが検知され、前記交換検知手段により前記消耗品の交換が必
要であると検知されていない場合、前記ドアを閉じることを促すことを前記報知手段に報
知させることを特徴とする、
　請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記画像形成装置が前記省電力モードであるとき、前記ドア開閉検知手段により前記ド
アが開かれたことを検知すると、前記画像形成装置は前記スタンバイモードに移行するこ
とを特徴とする、
　請求項１または２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　画像形成動作で使用する前記消耗品としてのトナーを収容するトナー容器と、前記トナ
ー容器のトナーの量を検知するトナー量検知手段と、を備え、
　前記制御手段は、前記省電力モードにおいて前記ドア開閉検知手段により前記ドアの開
放が検知された場合に前記トナー量検知手段の検知結果に対応して所定の案内を前記報知
手段に報知させることを特徴とする、
　請求項３に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記トナー容器の有無を検知するトナー容器検知手段をさらに備え、
　前記ドア開閉検知手段により前記ドアの開放が検知されてから、前記スタンバイモード
において前記ドアの閉鎖が検知されるまでの間に、前記トナー容器検知手段により前記ト
ナー容器の有から無が検知され、前記トナー量検知手段によりトナーが有ると検知された
場合には前記省電力モードに移行し、当該トナー量検知手段によりトナーが無いと検知さ
れた場合には前記スタンバイモードを維持することを特徴とする、
　請求項４に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記トナー容器内のトナーを攪拌する攪拌手段をさらに備え、
　前記トナー容器検知手段により前記トナー容器の有から無が検知された後、前記トナー
量検知手段によるトナーの量の検知開始前に、前記攪拌手段が前記トナー容器内のトナー
を所定の時間攪拌させることを特徴とする、
　請求項５に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記画像形成の際に転写されずに回収される回収トナーの量を検知する回収トナー量検
知手段をさらに備え、
　前記制御手段は、前記省電力モードにおいて前記ドア開閉検知手段により前記ドアの開
放が検知された場合に前記回収トナー量検知手段の検知結果に対応して所定の案内を前記
報知手段に報知させることを特徴とする、
　請求項４に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記回収トナーを収容し、前記画像形成装置の内部に配備された前記消耗品としての回
収トナー容器の有無を検知する回収トナー容器検知手段をさらに備え、
　前記ドア開閉検知手段により前記ドアの開放が検知されてから、前記スタンバイモード
において前記ドアの閉鎖が検知されるまでの間に、前記回収トナー容器検知手段により前
記回収トナー容器の無から有が検知され、前記回収トナー量検知手段により前記回収トナ
ー容器に前記回収トナーを収容可能と検知された場合には前記省電力モードに移行し、当
該回収トナー量検知手段により収容不可能と検知された場合には前記スタンバイモードを
維持することを特徴とする、



(3) JP 6335465 B2 2018.5.30

10

20

30

40

50

　請求項７に記載の画像形成装置。
【請求項９】
　前記電力制御手段は、商用電源と前記第二電源との間にリレーを有し、前記リレーをオ
フすることにより前記第二電源から前記制御手段への給電が遮断されることを特徴とする
、
　請求項１に記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は画像形成装置に関し、特に省電力モードにおいてトナーなどの消耗品が交換さ
れた場合の制御技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、画像形成装置では、動作していない待機時電力を削減する省電力モードを備える
形態が良く知られている（例えば、特許文献１）。これらの画像形成装置においては、省
電力モード中の電力を削減しながらも、ファックス受信、プリントジョブ受信に対応する
必要がある。そのため、省電力モード中には、ネットワーク接続部、ファックス接続部、
ＵＳＢ接続部等の回路にのみ電力供給するという形態が採用されている。
　また、装置の省エネルギー対応の要求が高まっている。そのため、画像形成を直ちに実
行可能なスタンバイモードから、当該画像形成後に直ちに省電力モードに移行するように
制御されることから、画像形成装置が省電力モードで待機する時間も長くなる。
【０００３】
　また、トナー、あるいは除去された転写残トナーを回収するための回収トナー容器等の
消耗品の交換をユーザ自身が行うケースも増えてきている。例えば、ユーザが画像形成装
置の操作部に実装される省電力モード復帰ボタン等を押し、省電力モードからスタンバイ
モードへ復帰させたことを契機に、交換手順を当該操作部に表示させる装置などもある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－７６０１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、省電力モード中にトナーあるいは回収トナー容器等の消耗品交換を行う
際には、消耗品の交換を検知するための回路は非通電状態にある。そのため、このままで
はユーザにより交換作業が行われたか否かを検知することができない、という課題が残る
。
　例えば、トナー等の残量情報を消耗品自身が保持しない構成では、画像形成装置側で消
耗品の残量管理が行われる。そのため、このような状態で消耗品交換が行われると、画像
形成装置側に記録されたトナー等の消耗品の残量と、画像形成装置に装着されている実際
の位消耗品の残量（実残量）との間にずれが生じる。その結果、例えば画像形成装置にお
いて「トナーボトル準備」、「回収トナーボトル交換」等の表示が消えずに省電力モード
に移行することができないことがある。
【０００６】
　また、この状態で画像形成装置を省電力モードへ移行させた場合、ユーザが操作部等の
省電力モード復帰ボタンを押す等して省電力モードからスタンバイモードへ復帰させない
限り、交換作業手順などの案内情報を表示画面に表示できないことがある。
【０００７】
　本発明は、上記従来の問題に鑑みてなされたものであり、省電力モード中にトナーなど
の消耗品の交換作業が開始された場合でも、消耗品の交換作業の開始を検知することがで
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きる画像形成装置を提供することを、主たる目的とする。さらに、消耗品の残量に応じて
、消耗品の交換手順などの必要な案内情報を表示画面に表示することができる画像形成装
置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の画像形成装置は、電力で駆動される複数のデバイスを有し、画像形成を直ちに
実行可能なように画像形成の開始を待機するスタンバイモードと、前記複数のデバイスの
うち一部への電力供給が停止され、前記スタンバイモードよりも消費電力を抑えた省電力
モードとに移行可能な画像形成装置であって、消耗品が交換されるときに開かれるドアと
、前記消耗品の交換が必要か否かを検知する交換検知手段と、前記スタンバイモード及び
前記省電力モードの何れでも前記ドアの開放又は閉鎖を検知するドア開閉検知手段と、前
記画像形成装置が前記省電力モードと前記スタンバイモードの何れであるときも前記ドア
開閉検知手段に電力を供給する第一電源と、情報を報知する報知手段と、前記画像形成装
置が前記省電力モードであるとき前記ドア開閉検知手段により前記ドアが開かれたことを
検知され、前記交換検知手段により前記消耗品の交換が必要と検知された場合、前記消耗
品を交換するための手順を前記報知手段に報知させる制御手段と、前記制御手段へ電力を
供給する第二電源と、前記画像形成装置が前記省電力モードであるときに、前記ドア開閉
検知手段により前記ドアが開かれたことが検知されない場合、前記第二電源から前記制御
手段への電力供給を停止し、前記ドアが開かれたことが検知された場合、前記第二電源か
ら前記制御手段への電力供給を行う電力制御手段と、を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、省電力モード中にトナーなどの消耗品の交換作業が開始された場合で
も、消耗品の交換作業の開始を検知することができる。また、消耗品の交換作業の開始を
検知できるため、消耗品の残量に応じて、例えば消耗品の交換手順などの必要な案内情報
を表示画面に表示することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本実施形態に係る画像形成装置の構成の概要を示す図であり、（ａ）は装置の縦
断面図、（ｂ）装置のドア構成の一例を示す斜視図。
【図２】画像形成装置の制御系統の一例を説明するためのブロック図。
【図３】画像形成装置の電源系統の一例を説明するためのブロック図。
【図４】画像形成装置におけるトナーボトル交換時のタイミングチャートであり、（ａ）
はトナー有りの場合のタイミングチャート、（ｂ）はトナー無しの場合のタイミングチャ
ート。
【図５】ユーザにより前ドアが開かれた際の画像形成装置の処理手順の一例を示すフロー
チャート。
【図６】トナーボトルを交換する際の画像形成装置の処理手順の一例を示すフローチャー
ト。
【図７】トナーボトルを交換する際に制御コントローラ部に搭載されるＣＰＵが行う処理
手順の一例を示すフローチャート。
【図８】画像形成装置における回収トナーボトル交換時のタイミングチャートであり、（
ａ）は回収トナーボトルが満タンでない場合のタイミングチャート、（ｂ）は回収トナー
ボトルが満タンの場合のタイミングチャート。
【図９】回収トナーボトルを交換する際の画像形成装置の処理手順の一例を示すフローチ
ャート。
【図１０】回収トナーボトルを交換する際に制御コントローラ部に搭載されるＣＰＵが行
う処理手順の一例を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
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　以下、本発明を適用した画像形成装置の一例として、電子写真方式の画像形成装置につ
いて、図面を参照しながら説明する。なお、画像形成装置は、コピー等のジョブの受け付
けを契機にスタンバイモードに移行し、ジョブ動作終了からユーザ等により予め設定され
た時間が経過するまでの間、スタンバイモードを保持する。その後、電力低減のために自
動的に省電力モード（スリープモード）へ移行可能な画像形成装置であるとする。
　ここで、スタンバイモードとは、画像形成を直ちに実行可能なモードであり、省電力モ
ードとは、複数のデバイスのうち一部のデバイスを停止させることでスタンバイモードよ
りも消費電力（待機電力）を抑えたモードである。
【００１２】
　［実施形態］
　＜画像形成装置について＞
　図１は、本実施形態に係る画像形成装置の構成の一例を説明するための図である。図１
（ａ）は、画像形成装置２００の構成の概要を示す縦断面図であり、図１（ｂ）は、画像
形成装置２００のドア構成の一例を示す斜視図である。
　図１（ａ）に示す画像形成装置２００は、原稿を読み取るための読取処理部（スキャナ
）１７０を有する。また、画像形成装置２００は、４色（イエロー（Ｙ），マゼンタ（Ｍ
），シアン（Ｃ），ブラック（Ｋ））それぞれに対応する画像形成部Ｐａ，Ｐｂ，Ｐｃ，
Ｐｄを有しており、それぞれを中間転写ベルト７上に並べて配置される。つまり、画像形
成装置２００は、いわゆる中間転写タンデム方式の画像形成装置である。この中間転写タ
ンデム方式は、高いプロダクティビティや様々なメディアの搬送に対応できる点から、近
年主流となっている構成である。なお、色数はカラー対応の４色に限定されるものではな
く、例えばモノクロ対応のブラック（ＢＫ）一色のみであっても良い。また、色の並び順
もこの限りではない。また、画像形成装置２００が有する各構成機器の制御は、後述する
画像処理コントローラ部１５０（図２）及び制御コントローラ部１９０（図２）より行わ
れる。詳細は後述する。
　以下、画像形成装置２００による画像形成プロセスの概要について説明する。
【００１３】
　＜記録材の搬送プロセス＞
　図１（ａ）に示す記録材Ｓは、例えば画像が形成される用紙であり、記録材収納庫６０
に積載される形で収納される。記録材Ｓは、摩擦分離方式を採用した給紙ローラ対６１に
より画像形成タイミングに合わせて給紙が開始される。給紙ローラ対６１により送り出さ
れた記録材Ｓは、搬送路６７を通過してレジストローラ対６２へと搬送される。記録材Ｓ
は、レジストローラ対６２において斜行補正、搬送タイミング調整が行われた後に二次転
写部Ｔ２へと送られる。
　二次転写部Ｔ２は、対向する二次転写内ローラ８及び二次転写外ローラ９により形成さ
れる転写ニップ部であり、所定の加圧力と静電的負荷バイアスを与えることで記録材Ｓ上
に後述するトナー像を転写させる。
【００１４】
　＜画像の形成プロセス＞
　図１（ａ）に示す画像形成部Ｐａは、感光体１ａ、帯電装置２ａ、露光装置３ａ、一次
転写装置４ａ、感光体クリーナ６ａ、現像装置１００ａを主として備えて成る。また、画
像形成部Ｐｂは、感光体１ｂ、帯電装置２ｂ、露光装置３ｂ、一次転写装置４ｂ、感光体
クリーナ６ｂ、現像装置１００ｂを主として備えて成る。画像形成部Ｐｃは、感光体１ｃ
、帯電装置２ｃ、露光装置３ｃ、一次転写装置４ｃ、感光体クリーナ６ｃ、現像装置１０
０ｃを主として備えて成る。画像形成部Ｐｄは、感光体１ｄ、帯電装置２ｄ、露光装置３
ｄ、一次転写装置４ｄ、感光体クリーナ６ｄ、現像装置１００ｄを主として備えて成る。
　以下、代表して画像形成部Ｐａを例に挙げて、記録材Ｓが二次転写部Ｔ２まで搬送され
る搬送プロセスのタイミングと同期して行われる画像の形成プロセスについて説明する。
【００１５】
　画像形成部Ｐａの感光体１ａは、予め帯電装置２ａによりその表面が一様に帯電され、
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回転駆動される。この感光体１ａに対し、読取処理部１７０が読み取って得た画像情報の
信号に基づいて露光装置３ａが駆動され、感光体１ａの表面に静電潜像が形成される。
　次に、感光体１ａ上に形成された静電潜像は、現像装置１００ａによるトナー現像を経
て、トナー像として顕在化する。その後、このトナー像は、一次転写装置Ｔ１ａにより所
定の加圧力及び静電的負荷バイアスが与えられ、中間転写ベルト７上に転写される。
　最後に、感光体１ａ上に僅かに残った転写残トナーを感光体クリーナ６ａにより回収し
て、再び次の作像プロセスに備える。このような画像の形成プロセスが、画像形成部Ｐｂ
、Ｐｃ、Ｐｄそれぞれにおいても行われる。
【００１６】
　現像装置１００ａ，１００ｂ，１００ｃ，１００ｄは、対応する色に応じたトナーを収
容する。トナーは、予め非磁性トナーと磁性キャリアを混合した二成分トナー、あるいは
磁性トナー又は非磁性トナーのみの一成分トナーなどがある。本実施形態の画像形成装置
２００においては、二成分トナー（初期剤）を使用するものとして説明を進める。
　なお、現像装置１００ａ，１００ｂ，１００ｃ，１００ｄそれぞれのトナー量が低下し
た際には、それぞれのトナー収容部（以下、トナーボトルと称す）Ｔａ，Ｔｂ，Ｔｃ，Ｔ
ｄ毎に設けられたトナー補給装置（不図示）を介して、トナーが補給される。さらに、図
示しないトナー補給装置内のトナー量が低下した際には、それぞれのトナーボトルＴａ，
Ｔｂ，Ｔｃ，Ｔｄからトナーが供給される。
【００１７】
　図１（ａ）に示す中間転写ベルト７は、図示しない中間転写ベルトフレームに設置され
る。中間転写ベルト７は、図示しない駆動機構からの駆動力の伝達手段を兼ねる二次転写
内ローラ８、テンションローラ１７、二次転写上流ローラ１８、二次転写下流ローラ１９
によって張架される無端ベルトである。中間転写ベルト７は、また、図中矢印Ｒ１の方向
へと搬送駆動される。
　画像形成部Ｐａ，Ｐｂ，Ｐｃ，Ｐｄにより並列処理される各色の作像プロセスは、中間
転写ベルト７上に一次転写された上流色のトナー像上に順次重ね合わせるタイミングで行
われる。その結果、最終的にはフルカラーのトナー像が中間転写ベルト７上に形成され、
当該トナー像は、二次転写部Ｔ２へと搬送される。なお、二次転写部Ｔ２を通過した後の
転写残トナーは、転写クリーナ装置１１によって回収される。
【００１８】
　＜二次転写以降のプロセス＞
　二次転写部Ｔ２において二次転写が行われた後、記録材Ｓは定着ユニット１３へと搬送
される。定着ユニット１３は、対向する位置に配備された一対の回転体（定着ローラ１３
ａ）、この定着ローラ１３ａにより形成された、記録材Ｓを狭持搬送する定着ニップ部１
３ｂ、熱源となる図示しないヒータを主として備える。一対の定着ローラ１３ａの少なく
とも一方のローラは、図示しない駆動機構からの駆動力が伝達されるように接続される。
　定着ユニット１３は、定着ニップ部１３ｂを通過する記録材Ｓに対して所定の圧力と所
定の熱量とを付与し、当該記録材Ｓ上のトナー像を溶融固着させる。その後、画像定着後
の記録材Ｓは、その後排紙トレイ６３上に排出される。あるいは、記録材Ｓの両面に画像
を形成する場合には、反転搬送ローラ９７へと搬送される。
【００１９】
　＜ドア構成＞
　次に、画像形成装置２００の側面を覆うドア（扉）の構成について説明する。図１（ｂ
）は、画像形成装置２００のドア構成の一例を模式的に示した斜視図である。画像形成装
置２００のドアは、図１（ａ）に示す装置の正面から見て、手前側の前扉ユニット１９４
（以下、前ドアと称す）、右側の右扉ユニット１９３（以下、右ドアと称す）に大別され
る。前ドア１９４は、各トナーボトル（ＴａからＴｄ）、あるいは転写の際に残ったトナ
ーが収容される回収トナーボトル（図示せず）等を交換する際にユーザが開閉する扉であ
る。右ドア１９３は、例えば画像形成装置２００のＪＡＭ処理、定着ユニット１３の交換
、中間転写ベルト７の交換などの際にユーザが開閉する扉である。このように、各扉の開
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放時には装置内部が露出するため、ユーザは、搬送路を含む画像形成装置２００の内部へ
アクセスすることができる。
【００２０】
　なお、前述した定着ユニット１３は、ユーザが右ドア１９３を開けることで当該定着ユ
ニット１３の一部が露出し、画像形成装置２００から挿抜可能となる位置に配備される。
なお、定着ユニット１３に配備されたヒータ、当該ヒータの温度を最適な状態に維持する
ためのサーミスタ等はドロアコネクタ１９５を介して電気的に接続される。
【００２１】
　＜制御系統＞
　図２は、画像形成装置２００の制御系統の一例を説明するためのブロック図である。画
像形成装置２００は、主として制御コントローラ部１９０と画像処理コントローラ部１５
０の２つのコントローラ部を備えている。
【００２２】
　はじめに、制御コントローラ部１９０の主たる機能構成について説明する。
　図２に示す制御コントローラ部１９０は、記録材に対する画像形成処理を行う画像形成
部（エンジン部）の各構成要素を制御する。制御コントローラ部１９０は、ＣＰＵ１０１
、ＲＯＭ１０３、ＲＡＭ１０４、不揮発ＲＡＭ１２０、スキャナ制御ＩＣ１２１、Ｉ／Ｏ
インターフェース２０６を含んで構成される。なお、ＣＰＵ１０１と制御コントローラ部
１９０に含まれる各構成要素とは、アドレスバス及びデータバスによって相互に接続され
ている。
【００２３】
　制御コントローラ部１９０に搭載されるＣＰＵ１０１は、画像形成制御を行うＣＰＵ（
Central Processing Unit）であり、装置本体の制御手順（制御プログラム）を記憶した
読み取り専用メモリ（以下では、ＲＯＭと称す。）１０３からプログラムを順次読み取り
、実行する。ランダムアクセスメモリ（以下では、ＲＡＭと称する。）１０４は、入力デ
ータの記憶や作業用記憶領域等として用いられる。また、不揮発ＲＡＭ１２０は、画像形
成動作に関するパラメータの記憶領域として使用される。Ｉ／Ｏインターフェース２０６
は、各デバイスとの接続を仲介する。スキャナ制御ＩＣ１２１は、ＢＤセンサ１１４から
のＢＤ信号を用いて、レーザユニット１１７に搭載されるポリゴン回転用のモータ（図示
せず）の回転制御や、画像処理コントローラ部１５０へ画像同期信号の出力を行う。
　以下、Ｉ／Ｏインターフェース２０６に接続される各デバイスについて説明する。
【００２４】
　図２に示すモータ類１０７は、給紙系、搬送系、及び光学系の駆動を行う各種モータで
ある。クラッチ類１０８は、モータ類１０７からの駆動力の伝達開始又は伝達解除を行う
。ソレノイド類１０９は、給紙系、搬送系、及び光学系の駆動を行う。紙検知センサ類１
１０は、搬送路以上を搬送される記録材Ｓを検知する。トナーセンサ１１１ａから１１１
ｄは、現像装置１００ａから１００ｄのトナーの量（残量）をそれぞれ検知する。なお、
１１１ａはイエロー、１１１ｂはマゼンタ、１１１ｃはシアン、１１１ｄはブラックのト
ナー残量を検知する。このように、各トナーセンサ（１１１ａから１１１ｄ）は、トナー
容器内のトナー量を検知するためのトナー量検知手段として機能する。スイッチ類１１２
は、例えば各デバイスのホームポジション等を検知する。高圧ユニット１１３は、ＣＰＵ
１０１の指示に従って、一次帯電器、現像器、転写前帯電器、転写帯電器、及び分離帯電
器（図示せず）に対し画像形成プロセスに必要な高圧出力を提供する。ヒータ１１６は、
セラミック基板等で形成されたヒータである。なお、ＣＰＵ１０１からのオン・オフ信号
に基づきＡＣ電圧の供給開始あるいは停止される。トナーボトル有無センサ１１８ａから
１１８ｄは、画像形成装置２００にトナーボトルＴａからＴｄがそれぞれ装着されている
か否かを検知する。なお、トナーボトル有無センサ１１８ａはイエロー、１１８ｂはマゼ
ンタ、１１８ｃはシアン、１１８ｄはブラックのトナーボトルの有無を検知する。このよ
うに、各トナーボトル有無センサ（１１８ａから１１８ｄ）は、それぞれトナー容器検知
手段として機能する。回収トナーボトル有無センサ１１９は、画像形成装置２００に回収
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トナーボトルが装着されているか否かを検知する。つまり、回収トナーボトル有無センサ
１１９は、回収トナー容器検知手段として機能する。回収トナー満タンセンサ１１５は、
回収トナーボトルに回収した転写残トナーを収容可能な状態（非満タン状態）であるか、
あるいは収容不可能状態（満タン状態）であるかを検知する。つまり、回収トナー満タン
センサ１１５は、回収トナー量検知手段として機能する。なお、満タン状態であると検知
された場合には、画像形成装置２００を動作させるために回収トナーボトルの交換が必要
となる。
【００２５】
　次に、画像処理コントローラ部１５０の主たる機能構成について説明する。
　図２に示す画像処理コントローラ部１５０は、読取処理部１７０、あるいはＰＣなどの
外部接続機器から受け付けた画像信号を画像処理し、レーザユニット１１７に書き込むた
めのデータを作成する。また、画像処理コントローラ部１５０は、ＰＣ等の外部接続機器
や、操作部１８１に接続されたＵＳＢメモリ等の記憶媒体に対して、画像処理を施した画
像データを格納することもできる。
【００２６】
　画像処理コントローラ部１５０に搭載されるＣＰＵ１５１は、画像処理制御手順（画像
処理制御プログラム）を記憶したＲＯＭ１５３からプログラムを順次読み取り、実行する
。また、ＲＡＭ１５４は、入力データの記憶や、作業用の記憶領域等として用いる主記憶
装置である。
【００２７】
　記録処理ＩＣ１５７は、読取処理部１７０や、ＰＣ等の外部接続機器からの画像信号を
画像処理し、レーザユニット１１７に書き込むためのＰＷＭ（パルス幅変調）データを生
成する。さらに、記録処理ＩＣ１５７は、画像信号線を介してレーザユニット１１７に実
装されるレーザを画像データに合わせて点灯する制御を行う。レーザユニット１１７から
出力されるレーザ光は、感光ドラム（図示せず）に照射され、露光を行う。また、当該レ
ーザ光は、非画像領域において受光センサであるＢＤセンサ１１４によって発光状態が検
知され、その出力信号（ＢＤ信号）がスキャナ制御ＩＣ１２１に入力される。
【００２８】
　不揮発性ＲＡＭ１６１は、画像処理に関わるパラメータの記憶領域として使用される。
Ｉ／Ｏインターフェース１５６は、読取処理部１７０に実装されているモータ類１７３、
ソレノイド類１７４、センサ類１７５等が接続される。読取処理ＩＣ１６０は、読取制御
ＩＣ１７１を介して、読取処理部１７０に実装される読取センサ１７２からの画像データ
の処理や、読取センサ１７２の駆動を行う。画像処理ＲＡＭ１５９は、読取処理ＩＣ１６
０が受信したデータや、ＰＣ等の外部接続機器からのデータを画像処理する際に、データ
を一時的に格納する記憶領域として使用される。ＬＡＮコントローラ１５８は、ＬＡＮケ
ーブルを介して接続されるＰＣ等の外部接続機器との通信を制御する。
【００２９】
　ＣＰＵ１５１は、Ｉ／Ｏインターフェース１５２を介して、ユーザが画像形成装置２０
０を操作するためのユーザインタフェースである操作部１８１、ＦＡＸの制御を行うＮＣ
Ｕ（Network Control Unit）１８５を制御する。
　ＣＰＵ１５１は、また、画像形成装置２００の前ドア１９４の開閉状態（開放又は閉鎖
の状態）を検知するためのドアセンサ１９１の検知結果をＩ／Ｏインターフェース１５２
を介して受け付け、ドア開閉検知手段として機能する。
　なお、操作部１８１には、ユーザに対し、例えば消耗品の交換手順などの案内を情報と
して提示するための表示画面が設けられている。つまり、操作部１８１は、ユーザからの
操作を受け付けると共に、所定の案内を表示画面に表示する表示手段として機能する。ま
た、Ｉ／Ｏインターフェース１５２は、画像形成装置２００の電源制御を行う機能を備え
ている。例えば、Ｉ／Ｏインターフェース１５２は、ＣＰＬＤ（Complex Programmable L
ogic Device）、ＦＰＧＡ（ field-programmable gate array）等のデバイスにより構成
されている。
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【００３０】
　なお、画像形成装置２００が省電力モードの場合、図２に示す各構成要素のうち、Ｉ／
Ｏインターフェース１５２、ＮＣＵ１８５、ＬＡＮコントローラ１５８、操作部１８１の
一部のスイッチ類、ドアセンサ１９１、及びＲＡＭ１５４のみに電源が投入されている。
このように、省電力モード時の画像形成装置２００では、一部の機能のみが起動状態にあ
る省電力状態となり、それ以外の機能は停止状態となる。
【００３１】
　図３は、本実施形態に係る画像形成装置２００の電源系統の一例を説明するためのブロ
ック図である。画像形成装置２００では、ＡＣ電圧が電源スイッチＳＷ１を介して低圧電
源２１０に入力される。低圧電源２１０は、第一電源であるスイッチング電源２０１、第
二電源であるスイッチング電源２０２、リレーＲＬ１を含んで構成される。
　スイッチング電源２０１は、ＡＣ電圧からＤＣ３．３［Ｖ］電圧を生成し、画像処理コ
ントローラ部１５０に実装されるＩ／Ｏインターフェース１５２、ＬＡＮコントローラ１
５８、ＲＡＭ１５４に電源供給する。スイッチング電源２０１は、また、操作部１８１、
ＮＣＵ１８５、ドアセンサ１９１に給電する。尚、スイッチング電源２０１は、省電力モ
ードにおいても給電を行う。
　リレーＲＬ１は、画像処理コントローラ部１５０に実装されたＩ／Ｏインターフェース
１５２から出力されるリレーＯＮ信号によってＯＮ／ＯＦＦ制御される。画像形成装置２
００が省電力モードのときには、リレーＲＬ１をＯＦＦしてスイッチング電源２０２への
給電を停止する。このように、省電力モード時には、スイッチング電源２０２（第二電源
）からの各デバイスへの給電が遮断される。これにより、スイッチング電源２０２に接続
される各デバイスの機能が停止した状態となり、画像形成装置２００における待機時の消
費電力がより低減される。
【００３２】
　スイッチング電源２０２は、ＡＣ電圧からＤＣ２４［Ｖ］を生成し、画像処理コントロ
ーラ部１５０に実装されたＤＣ／ＤＣコンバータ２０３及び、制御コントローラ部１９０
に実装されたＤＣ／ＤＣコンバータ２０４に給電する。画像処理コントローラ部１５０の
ＤＣ／ＤＣコンバータ２０３は、受け付けたＤＣ２４［Ｖ］をＤＣ３．３［Ｖ］に変換し
、ＣＰＵ１５１、記録処理ＩＣ１５７、読取処理ＩＣ１６０等に給電する。一方、制御コ
ントローラ部１９０のＤＣ／ＤＣコンバータ２０４も同様に、受け付けたＤＣ２４［Ｖ］
をＤＣ３．３［Ｖ］に変換し、ＣＰＵ１０１、スキャナ制御ＩＣ１２１等に電源供給する
。
　なお、第一電源及び第二電源は、商用電源から直流電圧を生成するスイッチング電源で
あっても良い。
【００３３】
＜トナーボトル交換時の動作＞
　図４は、画像形成装置２００におけるトナーボトル交換時のタイミングチャートであり
、図４（ａ）はトナー有りの場合のタイミングチャート、図４（ｂ）はトナー無しの場合
のタイミングチャートである。以下、トナーボトルＴａ，Ｔｂ，Ｔｃ，Ｔｄの交換時にお
ける画像形成装置２００の動作について説明する。
【００３４】
　図４（ａ）を用いて「トナー有り」の場合の画像形成装置２００の動作について説明す
る。なお、全色（Ｙ，Ｍ，Ｃ，Ｋ）トナー有りの状態であるとする。
画像形成装置２００が省電力モードに移行済みの状態で、ユーザが前ドア１９４を開ける
と（時刻ｔ２１１）、ドアセンサ１９１からのＯＮ信号をＩ／Ｏインターフェース１５２
が検知し、リレーＯＮ信号を出力する。これによりスイッチング電源２０２が動作し、Ｃ
ＰＵ１５１、ＣＰＵ１０１、操作部１８１が起動し、画像形成装置２００はスタンバイモ
ードに移行する。
　ＣＰＵ１０１は、トナーセンサ（１１１ａから１１１ｄ）の検知結果から「トナー有り
」の状態にあれば、ＣＰＵ１５１に「トナー有り」の情報を通知する。ＣＰＵ１５１は、
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その情報に基づいて、操作部１８１の表示画面にし「前ドアを閉めて下さい」と表示させ
る。その後、前ドア１９４が閉められたことを検知すると（時刻ｔ２１２）、ＣＰＵ１５
１は、ＣＰＵ１０１からの省電力モードへの移行ＯＫ通知の受け付けを契機に、画像形成
装置２００を再び省電力モードに移行する。
【００３５】
　図４（ｂ）を用いて「トナー無し」の場合の画像形成装置２００の動作について説明す
る。なおＹ，Ｍ，Ｃ，Ｋのいずれかの色のトナーが「トナー無し」になったとする。
画像形成装置２００が省電力モードに移行済みの状態で、ユーザが前ドア１９４を開ける
と（時刻ｔ２２１）、ドアセンサ１９１からのＯＮ信号をＩ／Ｏインターフェース１５２
が検知し、リレーＯＮ信号を出力する。これによりスイッチング電源２０２が動作し、Ｃ
ＰＵ１５１、ＣＰＵ１０１、操作部１８１が起動し、画像形成装置２００はスタンバイモ
ードに移行する。
　ＣＰＵ１０１は、トナーセンサ（１１１ａから１１１ｄ）の検知結果からいずれかの色
が「トナー無し」の状態にあれば、ＣＰＵ１５１に色情報と合わせて「トナー無し」の情
報を通知する。ＣＰＵ１５１は、その情報に基づいて、操作部１８１の表示画面にトナー
無しとなった色の「トナーボトル交換ガイド」を表示させる。トナーボトル交換ガイドは
、ユーザが実際にトナーボトルＴａ，Ｔｂ，Ｔｃ，Ｔｄの交換をする際の手順を示す情報
である。
【００３６】
　その後、ユーザが操作部１８１に表示された作業手順に従ってトナーボトルを交換し（
時刻ｔ２２２、時刻ｔ２２３）、前ドア１９４が閉められたことを検知すると（時刻ｔ２
２４）、ＣＰＵ１０１は、トナー無しとなった色のトナー復帰シーケンスを起動させる。
トナー復帰シーケンスは、トナーボトルＴａからＴｄ内のトナーを攪拌するために、画像
形成装置２００が有するモータなどの回転駆動手段（図示せず）により各トナーボトルを
所定の時間回転駆動させる。その後、トナーセンサ（１１１ａから１１１ｄ）の検知結果
が「トナー有り」になるか否かを確認する制御である。つまり、トナーボトルの挿抜が検
知された後、各トナーセンサによるトナーの量の検知開始前に、回転駆動手段がトナーボ
トルを所定の時間攪拌（回転）させる。これにより、各トナーセンサの誤検知を抑止する
。なお、トナーボトルを回転させる構成ではなく、トナーボトル内にトナーを攪拌するた
めのスクリューを設け、このスクリューを回転駆動手段により回転させてもよい。
　ＣＰＵ１０１は、トナーセンサ（１１１ａから１１１ｄ）の検知結果が「トナー有り」
になった時点で（時刻ｔ２２５）、トナー復帰シーケンス動作を停止し、ＣＰＵ１５１に
「トナー有り」を通知する。ＣＰＵ１５１は、ＣＰＵ１０１から「トナー有り」の通知を
受け取り、その後、省電力モードへの移行ＯＫ通知の受け付けを契機に、画像形成装置２
００を再び省電力モードに移行する。
【００３７】
　図５は、ユーザにより前ドア１９４が開かれた際の画像形成装置２００の処理手順の一
例を示すフローチャートである。この処理は、主として画像処理コントローラ部１５０に
搭載されるＩ／Ｏインターフェース１５２により実行される。なお、後述する回収トナー
ボトル交換時の動作においてもＩ／Ｏインターフェース１５２は、同様の処理を実行する
。
　Ｉ／Ｏインターフェース１５２は、画像形成装置２００の前ドア１９４が開いたか否か
を検知するドアセンサ１９１の検知結果を受け付ける（Ｓ３１１）。前ドア１９４が開い
たとの検知結果を受け付けた場合（Ｓ３１１：Ｙｅｓ）、Ｉ／Ｏインターフェース１５２
は、リレーＯＮ信号を出力することにより画像形成装置２００をスタンバイモードに移行
する（Ｓ３１２）。つまり、Ｉ／Ｏインターフェース１５２は、省電力モードからスタン
バイモードへと、画像形成装置２００のモードを移行させる手段（モード移行手段）とし
て機能する。このように制御することで、画像形成装置２００の前ドア１９４を開けた時
には必ずＣＰＵ１５１が起動される。
【００３８】
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　図６は、トナーボトル（ＴａからＴｄ）を交換する際の画像形成装置２００の処理手順
の一例を示すフローチャートである。なお、この処理は、トナーボトル交換の際にスタン
バイモードから省電力モードにモード移行する処理の手順であり、主として画像処理コン
トローラ部に搭載されるＣＰＵ１５１により実行される。
　ＣＰＵ１５１は、Ｉ／Ｏインターフェース１５２を介してドアセンサ１９１の検知結果
を受け付け、画像形成装置２００の前ドア１９４が開いたか否かを判別する（Ｓ３２１）
。前ドア１９４が開いたと判別した場合（Ｓ３２１：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１５１は、ＣＰＵ
１０１からのトナー残量の有無の通知を受け付ける（Ｓ３２２）。受け付けた通知が「ト
ナー有り」である場合（Ｓ３２２：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１５１は、操作部１８１の表示画面
に「前ドアを閉めて下さい」との情報を表示するよう指示する（Ｓ３２３）。その後、Ｃ
ＰＵ１５１は、ドアセンサ１９１の検知結果に基づき、前ドア１９４が閉められたか否か
を判別する（Ｓ３２４）。前ドア１９４が閉められた場合（Ｓ３２４：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ
１５１は、ＣＰＵ１０１から省電力モードへの移行ＯＫ通知を受け付けたか否かを判別す
る（Ｓ３２９）。省電力モードへの移行ＯＫ通知の受け付けを契機に（Ｓ３２９：Ｙｅｓ
）、ＣＰＵ１５１は、Ｉ／Ｏインターフェース１５２にリレーＯＮ信号をオフするように
指示し、画像形成装置２００をスタンバイモードから省電力モードに移行する（Ｓ３３０
）。
【００３９】
　一方、受け付けた通知が「トナー無し」である場合（Ｓ３２２：Ｎｏ）、ＣＰＵ１５１
は、操作部１８１の表示画面に「トナーボトル交換ガイド」を表示するよう指示する（Ｓ
３２５）。なお、前述したように、本通知はトナーの色情報とトナー残量情報が合わせて
通知される。
　ＣＰＵ１５１は、ドアセンサ１９１の検知結果に基づき、画像形成装置２００の前ドア
１９４が閉められたか否かを判別する（Ｓ３２６）。前ドア１９４が閉められた場合（Ｓ
３２６：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１５１は、操作部１８１において「復帰動作中」との情報を表
示するよう指示する（Ｓ３２７）。その後、ＣＰＵ１５１は、ＣＰＵ１０１からトナー残
量の有無の通知を待つ（Ｓ３２８）。受け付けた通知が「トナー有り」である場合（Ｓ３
２８：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１５１は、ステップＳ３２９の処理へ進む。なお、受け付けた通
知が「トナー無し」である場合（Ｓ３２８：Ｎｏ）、ＣＰＵ１５１は再度、操作部１８１
の表示画面に「トナーボトル交換ガイド」を表示するよう指示する（Ｓ３２５）。
【００４０】
　図７は、トナーボトルを交換する際に制御コントローラ部１９０に搭載されるＣＰＵ１
０１が行う処理手順の一例を示すフローチャートである。
　ＣＰＵ１０１は、Ｉ／Ｏインターフェース２０６を介してドアセンサ１９１の検知結果
を受け付け、画像形成装置２００の前ドア１９４が開いたか否かを判別する（Ｓ３４１）
。前ドア１９４が開いたと判別した場合（Ｓ３４１：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１０１は、トナー
センサ（１１１ａから１１１ｄ）の検知結果に基づき、トナー残量の有無を判別する（Ｓ
３４２）。「トナー有り」と判別した場合（Ｓ３４２：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１０１は、ＣＰ
Ｕ１５１に「トナー有り」を通知する（Ｓ３４３）。その後、ＣＰＵ１０１は、ドアセン
サ１９１の検知結果に基づき、前ドア１９４が閉められたか否かを判別する（Ｓ３４４）
。前ドア１９４が閉められた場合（Ｓ３４４：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１０１は、ＣＰＵ１５１
に省電力モードへの移行ＯＫ通知を発行する（Ｓ３５１）。
【００４１】
　一方、「トナー無し」と判別した場合（Ｓ３４２：Ｎｏ）、ＣＰＵ１０１は、ＣＰＵ１
５１に色情報と合わせて「トナー無し」の状態であることを通知する（Ｓ３４５）。
　ＣＰＵ１０１は、トナーボトル有無検知センサ（１１８ａから１１８ｄ）の論理が変化
したか否かを検知することにより、トナーボトル（ＴａからＴｄ）の挿抜を検知する（Ｓ
３４６）。「トナー無し」の状態となった色のトナーボトルの挿抜が検知された場合（Ｓ
３４６：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１０１は、ドアセンサ１９１の検知結果に基づき、前ドア１９
４が閉められたか否かを判別する（Ｓ３４７）。前ドア１９４が閉められた場合（Ｓ３４
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７：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１０１は、トナー復帰シーケンスの実行を指示する（Ｓ３４８）。
その後、ＣＰＵ１０１は、再度、トナーセンサ（１１１ａから１１１ｄ）の検知結果に基
づき、トナー残量の有無を判別する（Ｓ３４９）。「トナー有り」と判別した場合（Ｓ３
４９：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１０１は、ＣＰＵ１５１に「トナー有り」を通知し（Ｓ３５０）
、その後、ステップＳ３５１の処理へ進む。なお、「トナー無し」と判断した場合（Ｓ３
４９：Ｎｏ）、ＣＰＵ１０１は、引き続きＣＰＵ１５１に色情報と合わせて「トナー無し
」の状態であることを通知する（Ｓ３４５）。
【００４２】
　＜回収トナーボトル交換の動作＞
　図８は、画像形成装置２００における回収トナーボトル交換時のタイミングチャートで
あり、図８（ａ）は回収トナーボトルが満タンでない場合のタイミングチャート、図８（
ｂ）は回収トナーボトルが満タンである場合のタイミングチャートである。以下、回収ト
ナーボトルの交換時における画像形成装置２００の動作について説明する。
【００４３】
　図８（ａ）を用いて回収トナーボトルが満タンでないとき（非満タン状態）の画像形成
装置２００の動作について説明する。
　画像形成装置２００が省電力モードに移行済みの状態で、ユーザが前ドア１９４を開け
ると（時刻ｔ６１１）、ドアセンサ１９１からのＯＮ信号をＩ／Ｏインターフェース１５
２が検知し、リレーＯＮ信号を出力する。これにより、スイッチング電源２０２が動作し
、ＣＰＵ１５１、ＣＰＵ１０１、操作部１８１が起動し、画像形成装置２００はスタンバ
イモードに移行する。
　ＣＰＵ１０１は、回収トナー満タンセンサ１１５の検知結果から回収トナーボトルが非
満タン状態であれば、ＣＰＵ１５１に回収トナーボトルが「非満タン状態」であることを
示す情報を通知する。ＣＰＵ１５１は、その情報に基づいて、操作部１８１の表示画面に
「前ドアを閉めて下さい」と表示させる。その後、前ドア１９４が閉められたことを検知
すると（時刻ｔ６１２）、ＣＰＵ１５１は、ＣＰＵ１０１からの省電力モードへの移行Ｏ
Ｋ通知の受け付けを契機にＩ／Ｏインターフェース１５２にリレーＯＮ信号をオフするよ
う指示する。このようにして、画像形成装置２００は再び省電力モードに移行する。
【００４４】
　図８（ｂ）を用いて回収トナーボトルが満タンのときの画像形成装置２００の動作につ
いて説明する。
　画像形成装置２００が省電力モードに移行済みの状態で、ユーザが前ドア１９４を開け
ると（時刻ｔ６２１）、ドアセンサ１９１からのＯＮ信号をＩ／Ｏインターフェース１５
２が検知し、リレーＯＮ信号を出力する。これにより、スイッチング電源２０２が動作し
、ＣＰＵ１５１、ＣＰＵ１０１、操作部１８１が起動し、画像形成装置２００はスタンバ
イモードに移行する。
　ＣＰＵ１０１は、回収トナー満タンセンサ１１５の検知結果から回収トナーボトルが満
タン状態にあれば、ＣＰＵ１５１に回収トナーボトルが「満タン状態」であることを示す
情報を通知する。ＣＰＵ１５１は、その情報に基づいて、操作部１８１の表示画面に「回
収トナーボトル交換ガイド」を表示させる。回収トナーボトル交換ガイドは、ユーザが実
際に回収トナーボトルを交換する際の手順を示すものである。その後、ユーザが操作部１
８１に表示された作業手順に従って回収トナーボトルを交換する（時刻ｔ６２２、時刻ｔ
６２３）。
【００４５】
　交換終了後、ＣＰＵ１０１は、前ドア１９４が閉められたことを検知すると（時刻ｔ６
２４）、回収トナー満タンセンサ１１５の検知結果が「非満タン状態」になった時点で、
ＣＰＵ１５１に回収トナーボトルが「非満タン状態」であることを示す情報を通知する。
ＣＰＵ１５１は、ＣＰＵ１０１から「非満タン状態」であることの通知を受け取り、その
後、省電力モードへの移行ＯＫ通知の受け付けを契機にＩ／Ｏインターフェース１５２に
リレーＯＮ信号をオフするよう指示する。このようにして、画像形成装置２００は再び省
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電力モードに移行する。
【００４６】
　図９は、回収トナーボトルを交換する際の画像形成装置２００の処理手順の一例を示す
フローチャートである。なお、この処理は、回収トナーボトル交換の際にスタンバイモー
ドから省電力モードにモード移行する処理の手順であり、主として画像処理コントローラ
部１５０に搭載されるＣＰＵ１５１により実行される。
　ＣＰＵ１５１は、Ｉ／Ｏインターフェース１５２を介してドアセンサ１９１の検知結果
を受け付け、画像形成装置２００の前ドア１９４が開いたか否かを判別する（Ｓ７０１）
。前ドア１９４が開いたと判別した場合（Ｓ７０１：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１５１は、ＣＰＵ
１０１からの回収トナーボトルの状態を示す通知を受け付ける（Ｓ７０２）。受け付けた
通知が「非満タン状態」である場合（Ｓ７０２：Ｎｏ）、ＣＰＵ１５１は、操作部１８１
の表示画面に「前ドアを閉めて下さい」との情報を表示するよう指示する（Ｓ７０３）。
その後、ＣＰＵ１５１は、ドアセンサ１９１の検知結果に基づき、前ドア１９４が閉めら
れたか否かを判別する（Ｓ７０４）。前ドア１９４が閉められた場合（Ｓ７０４：Ｙｅｓ
）、ＣＰＵ１５１は、ＣＰＵ１０１から省電力モードへの移行ＯＫ通知を受け付けたか否
かを判別する（Ｓ７０８）。省電力モードへの移行ＯＫ通知の受け付けを契機に（Ｓ７０
８：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１５１は、Ｉ／Ｏインターフェース１５２にリレーＯＮ信号をオフ
するよう指示し、画像形成装置２００をスタンバイモードから省電力モードに移行する（
Ｓ７０９）。
【００４７】
　一方、受け付けた通知が「満タン状態」である場合（Ｓ７０２：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１５
１は、操作部１８１の表示画面に「回収トナーボトル交換ガイド」を表示するよう指示す
る（Ｓ７０５）。
　ＣＰＵ１５１は、ドアセンサ１９１の検知結果に基づき、画像形成装置２００の前ドア
１９４が閉められたか否かを判別する（Ｓ７０６）。前ドア１９４が閉められた場合（Ｓ
７０６：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１５１は、ＣＰＵ１０１からの回収トナーボトルの状態を示す
通知を待つ（Ｓ７０７）。受け付けた通知が「非満タン状態」である場合（Ｓ７０７：Ｎ
ｏ）、ＣＰＵ１５１は、ステップＳ７０８の処理へ進む。なお、受け付けた通知が「満タ
ン状態」である場合（Ｓ７０７：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１５１は再度、操作部１８１の表示画
面に「回収トナーボトル交換ガイド」を表示するよう指示する（Ｓ７０５）。
【００４８】
　図１０は、回収トナーボトルを交換する際に制御コントローラ部１９０に搭載されるＣ
ＰＵ１０１が行う処理手順の一例を示すフローチャートである。
　ＣＰＵ１０１は、Ｉ／Ｏインターフェース２０６を介してドアセンサ１９１の検知結果
を受け付け、画像形成装置２００の前ドア１９４が開いたか否かを判別する（Ｓ８０１）
。前ドア１９４が開いたと判別した場合（Ｓ８０１：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１０１は、回収ト
ナー満タンセンサ１１５の検知結果に基づき、回収トナーボトルが満タン状態であるか否
かを判別する（Ｓ８０２）。回収トナーボトルが「非満タン状態」であると判別した場合
（Ｓ８０２：Ｎｏ）、ＣＰＵ１０１は、ＣＰＵ１５１に回収トナーボトルが「非満タン状
態」であることを通知する（Ｓ８０３）。その後、ＣＰＵ１０１は、ドアセンサ１９１の
検知結果に基づき、前ドア１９４が閉められたか否かを判別する（Ｓ８０４）。前ドア１
９４が閉められた場合（Ｓ８０４：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１０１は、ＣＰＵ１５１に省電力モ
ードへの移行ＯＫ通知を発行する（Ｓ８１０）。
【００４９】
　一方、回収トナーボトルの状態が「満タン状態」であると判別した場合（Ｓ８０２：Ｙ
ｅｓ）、ＣＰＵ１０１は、ＣＰＵ１５１に回収トナーボトルが「満タン状態」であること
を通知する（Ｓ８０５）。
　ＣＰＵ１０１は、回収トナーボトル有無センサ１１９の論理が変化したか否かを検知す
ることにより、回収トナーボトルの挿抜を検知する（Ｓ８０６）。回収トナーボトルの挿
抜が検知された場合（Ｓ８０６：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１０１は、ドアセンサ１９１の検知結
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果に基づき、前ドア１９４が閉められたか否かを判別する（Ｓ８０７）。前ドア１９４が
閉められた場合（Ｓ８０７：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１０１は、回収トナー満タンセンサ１１５
の検知結果に基づき、回収トナーボトルが満タン状態であるか否かを判別する（Ｓ８０８
）。回収トナーボトルが「非満タン状態」であると判別した場合（Ｓ８０８：Ｎｏ）、Ｃ
ＰＵ１０１は、ＣＰＵ１５１に回収トナーボトルが「非満タン状態」であることを通知し
（Ｓ８０９）、その後、ステップＳ８１０の処理へ進む。なお、回収トナーボトルが「満
タン状態」であると判別した場合（Ｓ８０８：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１０１は、引き続きＣＰ
Ｕ１５１に回収トナーボトルが「満タン状態」であることを通知する（Ｓ８０５）。
【００５０】
　このように、本実施形態の画像形成装置２００では、当該画像形成装置２００が省電力
モード中であっても、前ドア１９４が開けられることを契機に、省電力モードからスタン
バイモードへ復帰し、ＣＰＵ１０１，ＣＰＵ１５１等を活電状態にすることができる。そ
のため、トナーボトルあるいは回収トナーボトルの交換をＣＰＵ１０１，ＣＰＵ１５１に
より検知することができる。これにより、省電力モード中にトナーなどの消耗品の交換作
業が開始された場合でも、消耗品の交換作業の開始を検知することができる。また、ユー
ザに対し消耗品の交換作業手順をより確実に提示することができる。
【００５１】
　本実施形態の画像形成装置２００では、消耗品交換の一例として前ドア１９４を開けて
トナーボトルＴａ，Ｔｂ，Ｔｃ，Ｔｄ、及び回収トナーボトルを交換する場合を挙げて説
明した。これらの消耗品に限らず、その他の消耗品の交換の場合においても同様に処理す
ることができる。また、画像形成装置２００に設けられた別のドア（例えば、右ドア１９
３）を開けて交換する消耗品においても同様に処理することができる。
【００５２】
　上記説明した実施形態は、本発明をより具体的に説明するためのものであり、本発明の
範囲が、これらの例に限定されるものではない。例えば、本発明は、プリンタ、複写機、
あるいはこれらの機能を統合した複合機その他の画像形成装置として利用することができ
る。
【符号の説明】
【００５３】
　１０１、１５１・・・ＣＰＵ、１１１（１１１ａ～１１１ｄ）・・・トナーセンサ、１
１５・・・回収トナー満タンセンサ、１１８（１１８ａ～１１８ｄ）・・・トナーボトル
有無センサ、１１９・・・回収トナーボトル有無センサ、１５２、１５６、２０６・・・
Ｉ／Ｏインターフェース、１８１・・・操作部、１９４・・・前ドア、１９１・・・ドア
センサ、２００・・・画像形成装置、２０１・・・スイッチング電源、２０２・・・スイ
ッチング電源、ＲＬ１・・・リレー。
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